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文化・芸術活動の拠点
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1::文化愈館;ホールオープン
市
が
、
市
立
図
書
館
の
西
側
に
建

設
し
て
き
た
待
望
の
「
上
田
市
文
化

セ
ン
タ
ー
(
材
木
町
一
)
」
の
文
化
会

館
ホ
ー
ル
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、

六

月
十
日
に
竣
工
祝
賀
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
中
央
公
民
館

に
文
化
会
館
を
併
設
し
た
施
設
で
、

五
十
J
年
か
ら
二
か
年
の
事
業
で
建

設
を
進
め
て
き
た
も
の
で
す
。
す
で

に
二
月
、
同
ホ

l
ル
を
除
い
て
オ
ー

プ
ン
し
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
こ
こ

に
同
ホ
ー
ル
と
施
設
利
用
者
の
皆
さ

ん
の
た
め
の
総
合
駐
車
場
も
、
完
成

の
運
び
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

生
活
の
す
や
て
に
安
全
を 6月10日行われた上田市文化センター竣工祝賀式

文
化
会
館
ホ

l
ル
は

五
百
人
収
容

当
日
は
、
ま
ず
祝
賀
式
に
先
立
っ

て
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
、
当
市

出
身
(
塩
田
新
町
)
の
宮
下
寿
紀
画

伯
か
ら
御
寄
贈
い
た
だ
い
た
百
二
十

号
の
日
本
画
「
菊
慈
童
」
の
除
幕
式

が
、
御
本
人
も
出
席
さ
れ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

次
に
、
会
館
ホ
ー
ル
で
竣
工
祝
賀

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
け
ら
落
と

し
は
、
永
野
市
長
の
一
番
太
鼓
で
始

長
・
永
町
市
長
)
を
設
置
組
織
し
、

市
民
生
活
の
す
べ
て
に
わ
た
る
安
全

運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

安
全
会
報
は
、
「
交
通
h

ま
り
、
続
い
て
、
お
祝
い
の
と
き
嫌

わ
れ
る
と
い
う
「
四
季
三
葉
草
」
が
、

市
内
の
女
性
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
舞

わ
れ
ま
し
た
。
式
典
の
後
、
鍛
帳
の

披
露
、
常
田
獅
子
保
存
会
の
皆
さ
ん
、

房
山
獅
子
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

記
念
演
舞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
ホ
ー
ル
は
、
本
格
的
な
舞
台
設

備
つ
き
で
五
百
二
人
収
容
。
今
ま
で

市
に
は
、
千
五
百
人
収
容
の
市
民
会

館
が
あ
る
も
の
の
、
い
わ
ゆ
る
手
ご

ろ
な
施
設
が
な
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
皆
さ
ん
の
文
化
・
芸

術
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
大
い
に
利

用
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

O
社
会
福
祉
法
人
大
慈
会
歓
吾
同

o
上
田
市
立
西
塩
田
小
苧
校

O
上
田
市
立
第
一
E

中
学
校

マ
上
ル



生
活
の
す
マ

て
に
安
全
を
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5月28日、上田市安全会諸島総会が開催されました

七
月
一
日
は
、

で
す
。「
国
民
安
全
の
日
」
は
、
私
た
ち

一
人
一
人
の
安
全
意
識
を
高
め
、
交

通
安
全
、
労
働
安
全
、
火
災
予
防
、

学
校
安
全
、
家
庭
安
全
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
安
全
運
動
の
連
携
を
強
め
て
大

き
な
国
民
安
全
運
動
を
盛
り
上
げ
て

い
く
た
め
の
日
と
し
て
、
ま
た
私
た

ち
一
人
一
人
が
、
日
常
生
活
の
場
が

安
全
で
あ
る
か
ど
う
か
を
振
り
返
り
、

改
善
を
加
え
る
日
と
し
て
定
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

今
年
の
「
国
民
安
全
の
日
」
は
、

。
生
活
の
す
べ
て
に
安
全
を
。
を
モ

ヅ
ト
ー
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が

行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
、
も

う
一
度
生
活
の
ま
わ
り
に
つ
い
て
安

全
一
斉
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

市
安
全
会
議
総
会
で

安
全
功
労
者
を
表
彰

市
で
は
、
「
上
田
市
安
全
会
議
」
(
議

「
国
民
安
全
の
日
」

長
-
永
野
市
長
)
を
設
置
組
織
し
、

市
民
生
活
の
す
べ
て
に
わ
た
る
安
全

運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

安
全
会
議
は
、
「
交
通
安
全
」
「
産
業

安
全
」
「
防
災
安
全
」
「
学
校
安
全
」
「
家

庭
安
全
」
の
五
部
会
か
ら
構
成
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
が
独
自
に
、
ま
た

連
携
し
て
日
常
生
活
の
安
全
と
安
全

意
識
の
向
上
を
図
り
、
明
る
い
安
全

な
家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地
域
づ
く

り
の
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

五
月
二
十
八
日
、
昭
和
六
十
年
度

上
田
市
安
全
会
議
総
会
が
、
市
役
所

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
席
上
、
部
門

ご
と
に
安
全
運
動
の
推
進
に
御
尽
力

い
た
だ
い
た
次
の
個
人
、
団
体
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

マ
交
通
安
全
部
会

o
上
原
助
大
さ
ん
(
赤
坂
)

O
中
村
正
造
さ
ん
(
舞
田
)

O
上
国
交
通
安
全
協
会
城
下
支
会

マ
産
業
安
全
部
会

0
西
野
袈
裟
次
郎
さ
ん
(
天
神
二
・

北
天
神
町
)

O
清
水
宏
三
き
ん
(
国
分
)

マ
防
災
安
全
部
会

O
中
津
一
演
さ
ん
(
中
央
北
一

新
田
)

O
和
田
智
晴
さ
ん
(
中
央
西
一

鎌
原
)

O
山
極
安
宗
さ
ん
(
大
湯
)

マ
学
校
安
全
部
会

O
社
会
福
祉
法
人
大
慈
会
歓
喜
園

O
上
田
市
立
西
塩
田
小
学
校

O
上
田
市
立
第
-
中
学
校

マ
上
小
労
働
基
準
協
会

O
松
前
忠
雄
き
ん

(
福
田
)

七
月
は
、
「
パ
ス
・
鉄
道
利
用
強
化

月
間
」
で
す
。
最
近
、
県
内
で
も
鉄

道
の
新
し
い
駅
が
で
き
た
り
、
ダ
イ

ヤ
が
改
正
さ
れ
て
列
車
の
運
行
本
数

が
増
え
た
り
し
て
便
利
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
パ
ス
は
地
域
の
足
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

毎
月
一
日
と
十
五
日
は
、
「
パ
ス
・

鉄
道
利
用
促
進
デ
|
」
で
す
。
こ
の

日
に
だ
け
通
用
す
る
特
別
回
数
乗
車

券
が
あ
り
、
パ
ス
で
約
三
割
、
鉄
道

で
経
二
割
安
く
な
り
ま
す
。
駅
や
タ

ー
ミ
ナ
ル
な
ど
の
切
符
売
場
で
お
買

い
求
め
く
だ
さ
い
。

7月はパス・鉄道

利用強化月間
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家庭雑排水汚泥処理施設8月末完成

簡易静悩白濁漉

③周2亘お島眼鎖高踏

設
は
、
八
月
末
の
完
成
を
目
指
し
工

事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
施
設
は
昭
和
六
十
六
年
度
を

市
が
、
昨
年
度
か
ら
建
設
を
進
め

て
い
る
「
家
庭
雑
排
水
汚
泥
処
理
施

設
」
が
近
々
完
成
し
ま
す
。
今
ま
で

は
、
汚
泥
は
農
地
や
空
き
地
な
ど
で

自
家
処
理
を
お
踊
刷
い
し
て
、
長
い
間
、

i首放流

皆
き
ん
に
御
迷
惑
を
お
か
け
し
て
き

ま
し
た
が
、
九
月
か
ら
次
の
要
領
で

収
集
を
開
始
し
ま
す
。

こ
の
家
庭
雑
排
水
汚
泥
収
集
は

れ
圧
噌
ね
げ

L
t
。
い
隈
叩
比
川
九
づ
/
、

H
f
ト
¥
』
州
門
川
川
の 急ピッチで工事が進む家庭雑排水汚泥処理施設

水
質
浄
化
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
い

っ
そ
う
の
御
理
解
と
御

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

収
集
方
法

O
市
が
許
可
し
た
「
家
底
雑
排
水
汚

泥
収
集
運
搬
業
者
」
が
、
収
集
運

搬
し
ま
す
。

O
効
率
よ
い
収
集
を
図
る
た
め
、
地

域
ぐ
る
み
、
自
治
会
単
位
な
ど
の

包
括
収
集

(全
戸
一
斉
清
掃
)
を

推
進
し
ま
す
。

O
収
集
は
、
原
則
と
し
て
年
六
回
と

し
ま
す
。
な
お
、
水
切
り
な
ど
の

容
器
を
設
け
前
処
理
を
し
て
い
る

場
合
は
、
年
四
回
と
し
ま
す
。

収
集
料
金
:
:
:
別
表
の
と
お
り

料
金
支
払
方
法

O
直
接
払
い
、
ま
た
は
、
金
融
機
関

の
口
座
払
込
な
ど
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
支
払
い
や
す
い
方
法
を
業
者

に
指
導
し
ま
す
。

収
集
運
搬
車
両

車
両
は
色
彩
を
統

一
し、

「家
庭
雑

排
水
汚
泥
収
集
車
」
の
表
示
を
し

て
明
確
に
し
ま
す
。

収
集
依
頼
申
込

自
治
会
ご
と
の
包
括
収
集
推
進
の

た
め
、
自
治
会
で
と
り
ま
と
め
を

お
願
い
し
ま
す
の
で
、
「
依
頼
申
込

書
」

に
よ
っ
て
自
治
会
長
ま
た
は
、

衛
生
部
長
へ
お
申
し
込
み
を
し
て

h
ド
れ
九
付
九

b
点
、
+
マ
ゆ
ふ

q'

。

一一一'

家庭雑排水汚泥収集運搬料金表

収集 量 (Q) 料 金円

200 R， 未満 800円

200 R， 以上-250R， 未満 1，000円

250 R， 以上-300R， 未満 1.300円

300 R， 以上 50 R， 増すごとに300円加算

。ホース延長(叫による加算料金

30m以上-60m未満 120円

60m以上 270円

※市内全域、統一料金です。

以
上
が
収
集
の
要
領
で
す
が
、
家

庭
雑
排
水
簡
易
浄
化
槽
の
適
切
な
管

理
と
汚
泥
収
集
に
つ
い
て
、
御
理
解

と
御
協
力
を
い
た
だ
く
た
め
各
地
区

ご
と
に
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
家
庭
雑
排
水
汚
泥
収
集
開
始
を

機
会
に
浄
化
槽
の
設
置
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
浄
化
槽
汚
泥
収
集
処

理
に
す
す
ん
で
御
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

施
設
の
臭
気
処
理
は

活
性
炭
吸
着
な
ど

開
始
区
域
・
:
大
字
私
和
、
山
市
制
打
城
f

，・

四

・
瓦

・
六
丁
目
、
大
庁
よ
判
明
城
、

中
央
西
二
「
目
、
紘
一
か
，

ι
ョ
・

ド「「『同ロ
ド
密

入

ニ

以

上

匠

Ml
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訟
は
、
八
月
末
め
完
成
を
目
指
し
工

併
が
進
ん
で
い

ま
す
3

こ
の
地
誌
は
昭
和
六
十
六
年
度
を

日
昨
年
度
に
お
き
、
一

日
当
た
り
の

処
理
訟
は
八
十
ト
ン
に
設
計
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、

収
集
対
象
と
な
る

家
庭
雑
排
水
簡
易
浄
化
槽
は
、
現
在

よ
り
七
千
基
多
い

二
万
基
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
の
汚
水
処
理
方
式
は
、

下
図
の
よ
う
に
収
集
汚
水
を
脱
水
汚

泥
と
処
理
水
に
分
離
し
、
脱
水
汚
泥

は
、
醗
酵
堆
肥
化
装
置
内
で
約
二
十

日
間
、
高
温
醗
酵
さ
せ
た
後
、
袋
詰

め
し
完
熟
堆
肥
と
し
て
農
地
還
元
な

ど
の
有
効
利
用
を
図
り
ま
す
。

一方、

処
理
水
は
、
隣
接
す
る
市
の
公
共
下

水
道
処
理
施
設
で
さ
ら
に
浄
化
を
行

い
、
千
曲
川

へ
放
流
し
ま
す
。

ま
た
、
施
設
の
公
害
防
止
に
も
重

点
を
お
き
、
特
に
悪
臭
対
策
は
、
施

設
内
の
臭
気
を
高
濃
度
と
低
濃
度
の

二
系
列
に
分
け
吸
引
し
た
後
、
酸
・

ア
ル
カ
リ
に
よ
る
薬
液
洗
浄
を
行
い

続
い
て
活
性
炭
吸
着
に
よ
る
高
度
処

理
を
行
い
ま
す
。

施
設
完
成
の
後
、
九
月
二
日
か
ら

汚
泥
の
収
集
と
施
設
の
運
転
を
開
始

し
ま
す
。
当
初
の
処
理
量
は
一
日
当

た
り
五
十
ト
ン
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
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こ
の
家
庭
雑
排
水
汚
泥
収
集
は
、

住
み
よ
い
環
境
づ
(
り
と
、
河
川
の

公共下水道放流

r-ー寸

薬液洗浄 前性炭H及7tV;

悪臭処理装置

上田市家庭雑排水処理施設フローシート

臭

E 
)l¥ 

ムハ/\」jミ~I
「\ノに/~ J l 

五酵堆肥化装Z 脱水機

4ヨー、

文「

震認ー

一 一
刀ミa:. 

Eヨ

公共下水道供用開始区域

開
始
区
減
:
・
大
字
秋
和
、
常
磐
城
三
・

四
・
五
・
六
丁
目
、
大
字
常
盤
城
、

中
央
西
二
丁
目
、
緑
が
丘

一
・
ニ

・

三
丁
目
、
踏
入
二
丁
目
以
上
そ
れ

ぞ
れ
の
一
部

排
水
施
設
の
方
式
・
・・分
流
式

区
域
図
面
の
縦
覧
場
所
・・・
下
水
道
課

縦
覧
期
間
:
・
七
月

一
日
か
ら
同
十
五

日
ま
で1110
 

。

水
洗
化
は
お
早
め
に

下
水
道
管
が
敷
設
さ
れ
下
水
道
が

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の

時
点
で
市
で
は
、
自
治
会
を
通
じ
て

個
々
に
連
絡
し
て
い
ま
す
が、

そ
れ

ら
を
ま
と
め
て
年
に
一
回
、
供
用
開

始
の
告
示
を
し
ま
す
。

こ
の
告
示
を

さ
れ
た
区
域
の
皆
さ
ん
は、

告
示
の

日
か
ら
六
か
月
以
内
に
雑
排
水
の
切

り
替
え
を
、
三
年
以
内
に
便
所
の
水

洗
化
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

お
早
め
に
水
洗
化
工
事
を
し
ま
し
ょ

、「ノ。

公
共
下
水
道
の
供
用
を
開
始
し
ま

す
の
で
、
下
水
道
法

(
昭
和
三
十
三

年
四
月
二
十
四
日
法
律
第
七
九
号
)

第
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と

お
り
告
示
し
ま
す
。

上
田
市
長

永
野
裕
貞

開
始
年
月
日
・
・
・
昭
和
六
十
年
七
月

口
u

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
水
洗
化
に
関

す
る
い

ろ
い
ろ
な
相
談
に
応
ず
る
た

め、

専
門
相
談
員
を
置
い
て
い
ま
す
。

い
つ
で
も
お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ

い
。
下
水
道
課
宮
⑫
4
1
0
0
内
線

q
d
E
J

マ'・内
O
E
J
n
o
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市氏ぎ

園z

祭

り

上
田
市
自
治
会
連
合
会
で
は
、
七

月
十
三
日
出
、
十
四
日
間
に
「
紙
殴

祭
り
」
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
下
図
の
と
お
り
市
街
地

の
図
部
分
の
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま

す
。
交
通
規
制
時
間
は
、
七
月
十
三

日
出
が
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
同
十

時
ま
で
、
十
四
日
闘
が
午
前
九
時
三

十
分
か
ら
正
午
ま
で
で
す
。
皆
さ
ん

の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
臨
時
バ
ス
停
も
、
十
三
日

が
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
同
十
時
、

十
四
日
が
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
正

午
ま
で
で
す
。
規
制
時
間
終
了
後
は
、

平
常
の
バ
ス
停
位
置
に
戻
り
ま
す
。

け
夜
中
の
授
乳
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

③
ジ
ュ

ー
ス
な
ど
は
、
コ
ッ
プ
や
ス

プ
ー
ン
で
飲
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

④
ほ
乳
ビ
ン
は
、
一
歳
で
や
め
ま
し

御
寄
付
お
礼

E・E

皆
さ
ん
の
御
家
庭
で
は
、
乳
幼
児

が
タ
バ
コ
や
防
虫
剤
、
蚊
取
り
線
香

・
マ
ッ
ト
、
各
種
洗
剤
や
化
粧
品
な

ど
を
誤
っ
て
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
し

て
し
ま
っ
て
、
あ
わ
て
た
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
乳
幼
児
は
、

自
分
の
周
り
に
あ
る
も
の
す
べ
て
に

興
味
を
持
ち
、
す
ぐ
に
口
に
持
っ
て

い
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
そ
し
て

中
毒
を
起
こ
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
家
庭
の
中
に
は
、
中
毒
を

起
こ
し
ゃ
す
い
物
質
が
三
万
種
類
も

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
ち
ょ
っ

と
目
を
離
し
た
す
き
に
、
事
故
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
六
か
月
か
ら

一
歳
半
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
で
は
、
一

位
タ
バ
コ
、
二
位
化
粧
品
の
順
で
中

毒
が
発
生
し
て
お
り
、
一
歳
半
を
過

ぎ
る
と
タ
バ
コ
の
代
わ
り
に
化
粧
品

が
ト

ッ
プ
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
身
の
周
り
に
頻
繁

に
起
き
て
い
る
中
毒
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
、
そ
し
て
、
も
し
起
き
て
し

ま
っ
た
と
き
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
、
こ
れ
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す

家
庭
に
あ
る
中
毒
を

起
こ
し
ゃ
す
い
物
質
①

E・・E
-



の
か
、
こ
れ
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

虫

歯

…
離
乳
食
は
薄
味
で
一

赤
ち
ゃ
ん
が
四
か
月
か
ら
五
か
月

に
な
る
と
、
離
乳
食
が
始
ま
り
ま
す
。

離
乳
食
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
味
を
濃
く

し
す
ぎ
な
い
こ
と
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん

は
、
薄
い
味
で
十
分
お
い
し
い
と
感

じ
ま
す
。
何
で
も
よ
く
食
べ
る
子
に

す
る
た
め
に
は
、
こ
の
段
階
で
い
ろ

い
ろ
な
食
品
の
自
然
な
味
に
慣
れ
さ

せ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
は
、
甘
い
も
の
を
喜
ん

で
食
べ
ま
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て

繰
り
返
し
与
え
て
い
た
ら
甘
い
も
の

し
か
食
べ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

行
き
つ
く
先
は
、
偏
食
、
そ
し
て
虫

だえつー (7)一一一昭和60年 7月1日 広報
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の
予
防

け
夜
中
の
授
乳
は
や
め
ま
し
ょ
、っ
。

③
ジ
ュ

ー
ス
な
ど
は
、

コ
ッ
プ
や
ス

プ
ー
ン
で
飲
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

④
ほ
乳
ビ
ン
は
、
一
歳
で
や
め
ま
し

ょ、っ
。

歯
で
す
。
ケ
ー
キ
や
プ
リ
ン
な
ど
甘

い
お
菓
子
を
離
乳
食
の
代
わ
り
に
す

る
の
も
禁
物
で
す
。

自
分
で
歯
を
磨
け
る
よ
う
に
な
る

ま
で
、
で
き
れ
ば
三
歳
こ
ろ
ま
で
は

甘
い
お
菓
子
の
味
を
教
え
な
い
方
が
、

赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
幸
せ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

…
ほ
乳
ビ
ン
の
使
い
方
…

ほ
乳
ピ
ン
に
甘
い
飲
み
物
を
入
れ

て
、
ダ
ラ
ダ
ラ
飲
ま
せ
て
い
る
と
、

前
歯
が
ず
ら
り
と
虫
歯
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
中
に
入
っ
て
い
る
の
が
、

た
と
、
ぇ
天
然
果
汁
で
も
同
じ
よ
う
に

虫
歯
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ほ
乳
ビ

ン
を
一
歳
す
ぎ
て
も
使
っ
て
い
る
子

ほ
ど
、
虫
歯
に
な
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
ほ
乳
ビ
ン
を
う
ま
く
使
い
こ
な

す
コ
ツ
は
:
・

①
い
つ
ま
で
も
、
く
わ
え
っ
放
し
に

さ
せ
な
い
こ
と
。
授
乳
は
十
五
分

か
ら
二
十
分
を
目
安
に
し
て
、
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

②
八
か
月
を
過
ぎ
た
ら
、

一
果
物
も
虫
歯
の
原
因
一

果
物
に
も
糖
分
が
あ
る
の
で
、
虫

歯
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
歯
を
磨
い

た
後
に
食
べ
て
も
、
「
果
物
ぐ
ら
い
な

ら
」
と
思
っ
て
、
そ
の
ま
ま
寝
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。
眠
っ
て
し
ま
う
と

唾
液
の
分
泌
が
少
な
く
な
り
、
口
の

中
に
残
っ
た
糖
分
が
虫
歯
菌
の
ご
ち

そ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
「
果
物

ぐ
ら
い
」
で
も
、
食
べ
た
ら
も
う
一

度
、
磨
き
直
し
ま
し
ょ
う
。

「
リ
ン
ゴ
を
食
べ
る
と
歯
が
き
れ

い
に
な
る
」
と
い
う
説
は
、
歯
磨
き

の
代
わ
り
に
な
る
と
い
う
意
味
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
繊
維
質
の
も
の
は
、

歯
の
聞
を
掃
除
す
る
力
を
持
ち
ま
す

が
、
リ
ン
ゴ
ぐ
ら
い
で
は
効
果
は
期

待
で
き
ま
せ
ん
。
特
に
、
最
近
の
リ

ン
ゴ
は
果
肉
が
柔
ら
か
く
、
甘
味
も

強
い
の
で
「
今
夜
は
リ
ン
ゴ
を
食
べ

た
か
ら
、
歯
磨
き
は
省
略
」
と
い
う

訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

何
か
食
べ
た
後
は
、

主」宇品、しょ、っ。

必
ず
歯
を
磨

で
き
る
だ

御
寄
付
お
礼

次
の
方
々
か
ら
温
か
い
御
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

マ
上
回
味
噌
醤
油
工
業
協
同
組
合
嫌

味
噌
七
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
醤
油
六
升

社
会
福
祉
施
設
へ

マ
芦
田
純
棟
(
松
戸
市
)
山
本

鼎
作
油
彩
一
点
山
本
鼎
記
念
館
へ

マ
小
林
賢
蔵
様
(
蛇
沢
)
植
木
三

本
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

マ
萩
原
忠
彦
樟
(
久
保
林
)
錦
鯉

と
金
魚
三
十
匹
上
田
公
園
へ

マ
洞
口
泰
雄
様
(
千
曲
町
)
書
籍

四
冊
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

マ
緑
の
会
様
三
万
円
社
会
福
祉

基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ
あ
す
な
ろ
会
犠
四
万
二
千
八
百

四
円
社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と

し
て
マ
小
島
重
県
様
(
中
央
西
二
・
下
紺

屋
町
)
百
万
円
高
齢
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
送
迎
用
パ
ス
購
入
資
金
と

し
て
マ
堀
内
正
江
梯
(
中
央
西
一
・
北
大

手

)

ギ

ヤ

ツ
ジ

・ベ

ッ
ド
一
台

寝
た
き
り
老
人
用
と
し
て

マ
柴
田
は
る
い
様
(
踏
入
一
・
泉
町
)

電
動
式
ギ
ヤ
ツ
ジ
・
ベ
ッ
ド
一
台

寝
た
き
り
老
人
用
と
し
て

マ
宮
下
十
三
夫
機
(
諏
訪
形
)
ギ

ヤ
ツ
ジ

・
ベ
ッ
ド
一
台
、
歩
行
器

一

台
寝
た
き
り
老
人
用
と
し
て

マ
山
寺
豊
一
様

(中
央
六
・
鍛
冶
町
)

五
十
万
円
社
会
福
祉
基
金
の
積
立

金
と
し
て

マ
阿
部
新
太
郎
様
(
常
田
二
・
上
常

田
)
く
じ
ゃ
く
雌
雄
各
一
羽
別

所
温
泉
森
林
公
園
へ

マ
黒
坂
周
樟
(
塩
田
新
町
)
軽

二
輪
車
一
台
消
防
署
へ

マ
匿
名
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
ニ
ム
ロ

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
へ

マ

匿

名

軽

二

輪

車

一

台

署
へ「

ひ
と
く
ち
メ
モ
」

七

タ

七
月
七
日
は
七
夕
。
(
県
内
で
は
、

一
か
月
遅
れ
の
所
が
多
い
よ
う
で
す
)

七
夕
に
は
短
冊
が
つ
き
も
の
で
す
が
、

今
は
、
あ
ら
か
じ
め
字
が
印
刷
さ
れ

た
短
冊
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
元
々

は
、
子
供
た
ち
が
裁
縫
や
書
道
な
ど

が
上
達
す
る
よ
う
に
と
、
サ
ト
イ
モ

の
葉
に
た
ま
っ
た
朝
露
で
墨
を
す
っ

て
短
冊
に
字
を
書
き
、
色
紙
と
い

っ

し
ょ
に
サ
サ
に
つ
る
し
た
も
の
で
す
。

消
防
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速
を
つ
く
っ
て
申
し
込
も
う

i連!

の;
:申;
:込:

l 受:

i イ寸 ; 

御
注
意
く
だ
さ
い
。

市
民
の
祭
り
「
上
田
わ

っ
し
ょ
い
」

は
、
今
年
で
十
四
回
目
を
迎
え
ま
す
。

七
月
二
十
七
日
の
夜
は
、
家
族
そ
ろ

っ
て
楽
し
く
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
は

N
H
K
「
真
田
太

ア/27(土)
えつ広報

第14回

t匂

戸第 938号第 938¥}-_ 

(敬称、田島)

電話

22-9361 

22-8985 

22-1674 

22-6559 

38-2414 

22-4819 

22-5684 

24-8357 

23-0582 

24-1037 

24-8990 

24-0825 

27-6417 

23-1438 

31-3305 

24-5344 

22-8321 

24-3976 

22-7072 

24-1513 

24-2451 

f主 戸斤

上川原柳町1497-17

常磐城 1- 7 -15 

中央西 2- 5-2

常国 3- 2-4

五加1149- 1

川辺町872

上川原柳町1757-8 

三好町520

中央2-24- 3 

染屋2062-8 

常磐城 1- 7-19

中央3-8-22

上塩尻206- 7

中央北2-7-2

岡734

天神 4-21一 7

神畑246- 1

常入 1-11-32 

繰が丘 1-10-20

上沢1471-20

神畑47- 1

圏 固岡田

上
品土田
暗闇需

~甫夫

仮r聖子
事~部ゐ
務 v 苧 11

男議 G
イ7 内

平
記
」
放
映
記
念
と
し
て
、
催
し
物

な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
次
号
の
「
広
報
う
、え
だ
」
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

七
月
一
日
か
ら
「
逮
」
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。
自
治
会
、
職

場
な
ど
で
踊
り
連
、
み
こ
し
連
、
太

鼓
連
を
つ
く
っ
て
下
記
の
要
領
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日
は
七
月
十
五
日
間
で

す
。
締
切
日
を
過
ぎ
て
か
ら
の
お
申

し
込
み
は
、
連
の
出
発
場
所
の
関
係

か
ら
受
け
付
け
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

団
体
名

代
表
者
名

住
所
電
話

人連
数名
小お「
畳(と

生 Zな
生 I

. .1 -
よ r一、
} 踊み

りし

太

恒
名名)

「真田太平記」放映記念

" .. 、
.'.，、(や・ ;ムヤヘ

ー

上田わっしょい踊り講師一覧表

NHK 

:踊!

の i

i 手凍 i 

j 習

は

踊
り
の
講
師
が
必
要
な
連
に
は
、

上
田
民
踊
連
合
会
の
会
員
の
皆
さ
ん

が
指
導
に
行
き
ま
す
。
講
師
の
皆
さ

ん
の
連
絡
先
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
最
寄
り
の
講
師
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
講
師
へ
の
謝
礼
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
送
迎
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
の
交
通
規
制
な
ど
に

つ
い
て
は
、
次
号
の
「
広
報
う
え
だ
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

名

てい子

貞

敏子

和江

錦子

久枝

よしゑ

かね代

佐多子

とき子

武子

歌子

せきじ

良江

久子

考子

きみ子

久子

雪子

恵美子

'I'r-i. g 

氏

中沢

西?尺

近藤

丸 山

水 野

中村

山崎;

両角

金沢

倉 沢

池田

三 輪

菅 沼

滝 沢

市 川

清水

高 橋

井戸

小松

佐藤

横 山

4フ

ー
が
、
こ
こ
に
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
教
育
文
化
活
動
の

拠
点
と
し
て
、
昭
和
五
十
八
年
度
か

ら
二
か
年
の
事
業
で
建
設
を
進
め
て
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ご
あ
い
さ
つ

美
し
い
自
然
と
多
く
の
文
化
遺
産

に
恵
ま
れ
た
上
田
市
は
、
古
く
か
ら

豊
か
な
文
化
が
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
伝
統
的
な
文
化
を
継
承
し
、

一
層
の
発
展
を
図
る
た
め
の
施
設
と

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
待
ち
望
ん

で
お
り
ま
し
た
上
田
市
文
化
セ

ン
タ

上田市文化センター
(中央公民館・文化会館)

上田市材木町一丁目 2番3号宮(0268)22-0760

ヤ

ー
が
、
こ
こ
に
完
成
い
た
し
ま
し
た

こ
の
施
設
は
、
教
育
文
化
活
動
の

拠
点
と
し
て
、
昭
和
五
十
八
年
度
か

ら
二
か
年
の
事
業
で
建
設
を
進
め
て

き
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、

国
並
び
に
県
の
御
援
助
と
関
係
さ
れ

た
多
く
の
皆
さ
ん
の
御
協
力
の
た
ま

も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
の
施
設
を
市
民
の
皆
さ
ん
が
積

極
的
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
通
し
て
、

豊
か
な
人
生
を
築
く
た
め
の
生
涯
学

習
が
促
進
き
れ
、
明
る
く
豊
か
な
文

化
都
市
が
育
つ
こ
と
を
期
待
い
た
し

ま
す
。

昭
和
六
十
年
六
月

永

野

裕

貞

上
田
市
長
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-
」
か
ん
日
成
し
、
」
ハ
パ
!
日
に
は
竣

工
祝
山
口
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
文
化

十
平
方
十
あ

り

ま

す

建

築

事
業
貨

は
約
十
億
三
千
四
百
万
円
で
し
た
。

企ホール (1階)

本格的な舞台設備が付いたホールは、固定席502席 (車イス 2席)の収

容能力を持ち、付属施設に楽屋(2室)、シャワ一室(2室)なども備え て

います。 ノ 噛 ぃ / 下 フ1

'__J 

hv
第
二
練
習
室

(
2階
)

音
楽
、
演
劇
な
ど
の
練
習
の
ほ

か
、
会
議
主
と
し
て
も
利
用
で
き

ま
す
。

エントランスホール(1階)砂

落ちついた雰囲気のエント

ランスホール。正面玄関を入

った とこ ろに、このホールが

あります。

‘
第
一
会
議
室

(
2階
)

こ
の
第
一
会
議
室
の
ほ
か
、
二
・
三

階
に
は
第
二

・三
・四
会
議
室
と
凹
室

の
会
議
室
が
あ
り
ま
す
。

新
の
設
備
を
備
、
え
た
中
川
胤
棋
な
ホ
ー

ル
の
他
に
展
示
室
、
練
習
室
(
二
室
)
、

4

司
第

学

習

室

(
3階
)

一
石
同
つ
づ
き

P
訪
市

一

-
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-
芸
桁
舌
劫
乃
没
量

• 
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市
民
待
望
め
教

η
・
文
化

・
ぷ
術

的
動
の
拠
点
「

K
岡
市
文
化
セ
ン
タ

ー
L

か
ん
心
成
し
、
六
月
卜
日
に
は
域

仁
川
町
引
い
人
か
行
わ
れ
ま
し
た
。
文
化

セ
ン
タ
ー
は、

市
が
昭
和
五
卜
八
年

じ
凡
か
ら
建
設
を
進
め
て
い
た
も
の

て、

中
央
公
民
館
と
文
化
会
館
を
併

設
し
た
組
九
日施
設
で
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
地
上
三
階
、
地
下
一
階

で
、
延
べ
床
面
柏
が
約
三
千
九
百
八

十
平
方

μ
あ
り
ま
す
。
建
築
事
業
費

は
約
十
億
三
千
四
百
万
円
で
し
た
。

中
央
公
民
館
に
は
、
大
会
議
室、

会
議
室
(
四
室
)
、
視
聴
覚
室
、
美
術

工
作
室、

料
理
実
習
室
、
学
習
室
(
二

室
)
、
茶
室
な
ど
専
門
的
な
学
習
施
設

が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
会
館
に
は
、
多
目
的
に
利
用

で
き
る
舞
台
や
音
響
、
照
明
な
ど
最

新
の
設
備
を
備
え
た
中
規
模
な
ホ
ー

ル
の
他
に
展
示
室
、
練
習
室
(
二
室
)
、

楽
屋

(
二
室
)
な
ど
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
教
育
施
設
と
し
て
は

初
め
て

の
喫
茶
室
も
置
か
れ
て

い
ま

す
。

だく特集〉えつ一一 (3)一一一 II(件1160年 7}J 1 11-一一一一広 報

企大会議室 (3階)

200名程度を収容する大会議室は、総会や講演会、 研修会など

多人数の会議に利用できます。

d

可
視
聴
覚
室

(3
階
)

映
写
室
が
付
い
た
視
聴
覚
室
に

は
、
ビ
デ
オ
セ

ッ
ト
な
ど
各
種
の

視
聴
覚
設
備
が
整
っ
て

い
ま
す
。

4

句
第
一
学
習
室

(
3階
)

二
間
つ
づ
き
の
第
一
・
二
学
習
室
は
、

そ
れ
ぞ
れ
十
五
畳
ず
つ
あ
り
ま
す
。

V茶室 (3階)

本格的なお茶のけいこができ

る茶室。

』

P

料
理
実
習
室

(
2階
)

圭
子

レ
ン
ジ
な
ど
最
新
設
備
の

整
っ
た
料
理
実
習
室
。

展示室 (1階)砂

大型展示板やスポットラ

イトを配した展示室は、美

術展 ・展示会などに利用で

きます。



利
用
手
続
き
:
・
公
民
館
の
利
用
は、

利
用
自

の
二
か
月
前
の
月
の
一
日
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。
電
話
の
予
約
も
で
き
ま
す
が
、
使

用
に
あ
た
っ
て
は
正
規
の
申
し
込
み
手
続

き
が
必
要
で
す
の
で
、
公
民
館
指
定
の
申

し
込
み
書
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
き

い
。

休
館
日
・・・年
末
年
始

開
館
時
間
・
・
・
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
九

土
寸

だく特集〉一一一一一1I({H160ft7 )11 11一一一 4-

文
化
セ
ン
タ
ー
利
用
案
内

十
時
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
申
し
込
み

が
複
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

休
館
日
・
・
・
毎
週
月
曜
日
と
年
末
年
始

開
館
時
間
・・
・
午
前
九
時
か
ら
午
後
十
時

文
化
会
館
(
ホ
l
ル
の
み

中

央

公

民

館

利
用
て
き
る
人
・:
ど
な
た
て
も
利
用
で
き
ま

す
利
用
手
続
き
・:
使
用
日

の
六
か
月
前
の
同
日

か
ら
仮
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。
本
予
約

の
受
付
は
、
そ
の一

か
月
後
の
同
日
午
前

利
用
で
き
る
人
・
・・市
民
ま
た
は
市
内
に
在
勤
、

在
学
の
人
、
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
宗
教
活
動
や
営
利
を
目
的
と
し

た
事
業
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

ロ ホル 会議室
学習室など

口 事務室付属施設

鴎 廊下ホルなど

7，200 

(地階機械室、ホールの二階・三階は省略)

72，000 57，000 

え広報う

41，000 35，000 25，000 18，000 

938 ~J・ 一

表の

挙事 ~

d炎 ~

ます

700 

300 

6，800 

2，600 

5，000 

2，000 

3，900 

1，500 

2，900 

1，100 

2，300 

900 

1，800 

700 

至

一練習室

300 

200 

150 

2，600 

2，100 

2，000 

1，600 

1，500 

屋

1，200 

1，100 

900 

900 

700 

700 

550 

二練習室

屋楽

文化センタ一周辺整備図

750 

ホール使用時は除<) 日

550 

1 

450 350 

旧中央公民館跡、に約120台収容の
総合駐車場を笠備しました。
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の非行化防止に活躍
山一

一社

〔地区関係裕iゆ~只〕 昭和60・61年度 少年補導委員名簿 。班長 OMljf)Ek I ~H~~略 l

EE塁塁

補導委員の皆さんの街頭啓発活動

昭和60・61年(任期 2年)の少年補導委員に 、 ド主的

131人の皆さんが、市長から委嘱されました。少年制3与委

員の皆さんは、街頭補導を中心に環境浄化、少年キlJみな

ど青少年の非行化防止、健全育成に活躍されて います。

市民の皆さんの御理解、御協力をお願いします。

地区 氏 名 自ィム114Z2 官主 目首 地区 氏 名 自ィム円ムZ三 屯話 地区 氏 名 向di会 '，i!. c1li 

。必 il~ 一夫 E昔 入 22-1946庖。 吉原 |を秋 和 24-4872日Ij ー口+ 一τfL 'ft う〉 LI38 4012 

東
須田忠之 泉 町 24-6154 0 佐藤義 典 上塩尻 24-5119 。 藤極一良 大 t見 38 5516 

長崎秀 Hp， 上常国 22-1873 尻 宮下 uニ 下塩尻 24-6539 所。 青木重雄 ト完 I)~ 1 38 -3540 

笠原世為イー 中古t田 22-0111 山岸孝子 川辺町 25-1030 浦。 笠原藤治 I甫 ~!f 131-3389 

0 古 川文抜 下常国 24-7637 川 。 湯浅一二夫 メ居色、 升 27-7856 今井紀子 占皇 "131-3252 

音11
5民 t~ 院j，I!~ ft¥l 北常国 22-3018 辺 中村和義 F之条 27-8965 

里。 |掲 兵惇 d品之 木 31-3424 

ぽ;内 降材木町 22-8359 斉藤栄二 福田 25-0388 

小室}1止~ 
増田正俊 小 泉 27 7185 

関 洋-[-'常 入 22-7028泉 1E里猛吉田 27-0601 小山 泰 下 室l'.31 2482 

木藤元容 南天神町 22-3170 回 久保松枝 川辺町 27一7498 池田 昌 上 主 ~'t 31-3791 

南 。 高紙正太 泉平 22-7186 Oli，')水亀太郎 川辺町 24-0345 

上村常イ-北天神町 24-6037 大仏 巌大 屋 35-0193 〔学校関係補導委員〕

滝沢みつチ 必尾町 I~夜z2n2 一14喧5臼347 
神
中村兵弓 正山王 下 35-0807 北沢憲司 iJI明小 22-0804 

中沢勝イー 鷹匠町 22-3887 小島ふじ子 下背木 35-0739 h並 徳武敏チ 西 小 22-0419

音1110
坂井典子 本町 22-5625 。 小沢信一 久保林 35-0708 島田幸雄 jじ 小 23ー 1621

回中幸余 末広町 22-5030 )11 馬場千代子 上 沢 22-8638 内調和久 塩 sLIJ、22 1904 

丸田公 r-大手町 24-5597 岩里f 重子 国 分 27--0251北 。 回玉 i主徳 第 一 '1'22-0103 

ht 水なつ F縦 町 22-3836 0 飯島市五郎 下 堀 24-6000 中本 典男 第二中 22-1622 

中 橋爪 勝海野町 22-0340 J:1¥的利正 畑 山 27-2603 7]( 干ト 公束 小 22-0105 

荻野祥一郎 原町 27-3358 神 。 白井信明 ~} 竹 24-6977城 小林俊平 神川小 22-5302 

菊地 i放 馬場町 22-0346 矢島勝人 笹 井 24-3840 笠原高重 神科小 22-0652 

中村智初L北大手 24-1093 。寺 口偏伸 染 屋 23-2575 |業l きよ r-盟民t小 22-4004 
央。 荻野久和夫 丸取町 22-4618 

平|
依田忠夫 蛇 沢 22-3433束 。 柳沢勝利l第 一時 22-0650 

。 山口与代f木町 22-6432 金井昭子 山 口 24-6477 小池文男 第五中 22-3076 

1反本↑lI. r-上川原判1I27-2148 富士反 持長 局 24-8546 僑詰 失城下小 23-0708 

~t 
ニ井宏 f F川原判11 27-9161 。 坂口延正 中吉田 35-0082 宮入盛男 川辺小 22-5008 

坂本むねチ 愛 1~ 町 22-1372 i、:，2ι 北沢武子 町吉田 35-2800 城 キ目 士~ 実浦泉小 31-2001 

山岸 一雄 鍛冶町 二円U.宅晶2232-5188090 1 依田幸子 桜 内 36-2406 金井一郎 室 11小 31-2131 

上野 i交英 上房山 23-0550 殿 O柴崎和彦 下 郷 25-0441 西沢典之 ノl、}弘小 22-5013 

音11
0 水野十II_ /i世下房山 22-6864 tiV 水正綱 赤 坂 27-2035西 。 山崎文男 南

小 25 3721 

。 j邦須'~J みつ子 新田 22一7053 田中光男 下本郷 38-5756 山田昭 一 第四中 22-2753 

山浦哲 t佐上紺屋町 22-7664 中。 日寺田必造 五 加 38-2257 山部義人 川凶中 31-2014 

柴田久勝 下紺屋町 22-1636 i掲 決上本郷 38-2021 僑詰良登 中J:M.田小 38-2515 

西 0 
小林 吏 新町 22-5807 温 0 安維悦ー 上小島 38-2891 l孟 。闘 常行 束I孟;出IJ、38-27出
太田はるu: u取訪問i22-5457 小鮒感助 学海南 38-5714 勝見映一郎 西Iii回IJ、38 25 

林 平日 -f 緑が丘 27-3080 回 金井好一 舞回 38-2284 回 長谷川将行 日IJ所小 38-2038 

斉正証利江 新 屋 22-1644 古IIj 島章治 八木沢 38-7055 林 久男 J:;;;; I:fl '1' 38-2501 

部。
小泉敬 f*-kが丘北 22-2600 西川住男 中 組 38-4843 。佐々木清司 城南(，，'j22-0412 

塚本 草 uが丘西 22-2083 束 。 ljtj 水東一 鈴 子 38-2254高 飯島忠イー上 FU向
22220700017000 2 1 

和田~~実 城 北 22-1196I孟 伊藤芳忠、 下之郷 38-2097 藤木 {長 千曲 /.';j

片岡健一 小牧 22-0755 村山富証平 下之郷 38-6510 十主 飯島 暢 来 ょ百 22 

域 市川美佐-{-ー取よ方形 24-4693 因 。 高野与夫 下 組 38-2330 僑諸 j羊司 染谷刈 22出i
C 北 il! I'l [-中 村 22-3705丙 竹内峰雄塩田新町 38-2576

。矢れ I{( 次ニ HHf! 124-02221 J:Ai ~小宮山治夫東円IJ 山 38-32681 (瞥察関係補導委員〕 ー-3ー5ー6ー5 
F 竹悶{口同]御 所 27-15381-10 勅使川原 功手 塚 38-4067 稲玉好子上回答率宮 22

武行 弘中之条 24-25笠~ 竹下正亥山 回 38-5g71n宮坂れん [-1 /1 
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お知らせ7
月
は
「
青
少
年
を

え広報う

非
行
か
ら
守
る

全
国
強
調
月
間
」
で
す

青
少
年
課

宮
⑫
4
1
0
0内
線

6
8
1

今
月
は
、
「
青
少
年
を
非
行
か
ら
守

る
全
国
強
調
月
間
」
で
す
。
こ
れ
は
、

非
行
の
芽
生
え
や
す
・
い
夏
を
迎
え
て
、

こ
の
防
止
の
た
め
に
実
施
す
る
も
の

で
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
青
少
年
非
行
は
、
全
国
的

に
戦
後
第
三
の
ピ

l
ク
と
い
わ
れ
、

市
内
で
も
青
少
年
の
非
行
や
不
良
行

為
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
ち
な
み

F
L
P
.

昨
W

E
ル
l
h
ω
1

戸レ
lvル
岡
田
甚

'C除MVE白
書
目
h
N
H

伊い
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「
海
の
家
」
の
御
利
用
を

6月20日、NHKで股映中の「真田太平
洋己」に久野役で出演している香野百合子さ

jんガ、5_R野市長を表敏訪問しました。香野

:さんは市民劇場に出演のため来田し芝もの

:で、5_R野市長と真田太平記のことや上田m
lのことなどに話がはずみまし定。

お
い
て
刑
法
犯
で
検
挙
・
補
導
さ
れ

た
少
年
は
、
四
百
四
十
七
人
で
前
年

を
四
十
三
人
上
回
り
ま
し
た
Q

そ
の

内
訳
は
、
中
・
高
校
生
の
初
発
型
非

行
が
大
半
を
占
め
、
非
行
の
低
年
化

が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
最
近
の
非
行
は
、
凶
悪
化
・
知
能

化
す
る
傾
向
が
あ
り
、
女
子
の
非
行

が
増
加
し
て
い
る
点
も
心
配
さ
れ
ま

す。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
非
行
原
因
の

七

O
パ
ー
セ
ン
ト
が
家
庭
に
あ
る
と

の
調
査
結
果
の
一
方
、
非
行
少
年
の

家
庭
の
多
く
が
子
供
の
動
向
に
気
付

い
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
、

家
庭
で
の
対
応
に
も
大
き
な
問
題
が

あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境

も
享
楽
化
・
総
那
化
し
、
青
少
年
に

と
っ
て
有
害
な
環
境
が
増
加
す
る
な

y
L
6
&
A
a
B
R
C
h
n
h
'
O
時
仏

nw仰
円

ド

&
A
W
A
リ
み
よ
ー
す
1
0

新
潟
県
上
越
市
長
浜
一
三
五

北
陸
線
谷
浜
駅
下
車
、
駅
前

宮

0
2
5
5
⑩
2
I
o
-
-
2

こ
の
た
め
「
青
少
年
を
非
行
か
ら

守
る
全
国
強
調
月
間
」
の
期
間
中
、

市
と
し
て
も
関
係
機
関
、
団
体
、
地

区
住
民
と
の
連
携
に
よ
り
集
中
的
に

非
行
防
止
活
動
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
御
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

市
長
が

「
一
日
お
父
さ
ん
」
に

福
祉
課
家
庭
児
童
相
談
係

宮
(
⑫

4
1
0
0内
線

3
7
2

3
8
3

有
線
②
0
7
9
1

今
年
で
七
回
目
を
迎
え
る
「
市
長

の
一
日
お
父
さ
ん
」
の
集
い
は
、
母

子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
子
供
き
ん
を

励
ま
す
と
と
も
に
、
お
互
い
の
親
睦

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
う
も

の
で
す
。

長
野
大
学
の
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ

ん
の
御
協
力
を
得
て
、
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
企
画
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
大
勢
御
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
・
:
七
月
二
十
一
日
目
午
前
十

時
か
ら
午
後
三
時

と
ニ
ろ
:
・
市
民
の
森
(
雨
天
の
場
合

は
、
わ
し
ば
山
荘
)

申
込
方
法
・
・
・
七
月
十
日
附
ま
で
に
、

出
国

M
E週
誌

へ

h
b
h
中
l
し
叶
仇

γわゆ
J
1
H
h
E
ぜ
い
。

住
居
表
示
地
区
で

建
物
を
新
築
し
た
ら

市
民
課
市
民
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
7
3

住
居
表
示
が
実
施
さ
れ
て
い
る
地

域
に
建
物
を
新
築
し
た
場
合
、
「
住
居

表
示
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
り
、
た

だ
ち
に
市
民
課
へ
届
け
出
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
届

け
出
を
さ
れ
ま
せ
ん
と
、
あ
と
で
住

民
票
や
印
鑑
証
明
な
ど
を
発
行
す
る

際
、
た
い
へ
ん
手
聞
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
必
ず
届
け
出
を
さ
れ
て
正
し

い
住
所
番
号
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
け
出
は
建
築
確
認
申
請
と

は
全
く
別
の
手
続
き
で
す
か
ら
、
工

事
が
完
成
し
た
ら
、
あ
る
い
は
工
事

中
で
あ
っ
て
も
建
物
の
外
観
や
玄
関

な
ど
の
主
要
な
出
入
口
が
確
認
で
き

る
状
態
に
な
っ
た
ら
、
お
早
め
に
お

届
け
く
だ
さ
い
。
係
員
が
調
べ
て
、

新
し
い
住
居
番
号
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。届

け
出
に
必
要
な
も
の
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

一
、
「
建
物
等
新
築
届
」
(
市
民
課
に

あ
り
ま
す
)

-
-
、
同
町
出
川
，
山
中

P
L
1
7
9
iへ
の
，
羽
め
白
州

三
、
建
物
の
一
階
平
面
図
ま
た
は
外

構
図
(
工
事
中
に
提
出
す
る
場
合

に
必
要
)

消
火
器
の
訪
問
販
売
に

御
注
意
を

生
活
環
境
課
生
活
係

官
⑫
4
1
0
0内
線

3
0
3

最
近
、
市
内
で
「
消
防
署
か
ら
来

た
」
「
必
ず
置
く
よ
う
に
決
ま
っ
て
い

る
」
な
ど
と
い
っ
て
、
消
火
器
を
訪

問
販
売
し
て
い
る
業
者
が
い
る
よ
う

で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
業
者
が
来
た

ら
、
次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
ま
し

ト
。
ょ
J

。

一
、
消
防
署
が
消
火
器
を
直
接
販
売

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二
、
代
金
を
全
額
支
払

っ
て
し
ま
う

と
、
無
条
件
解
約
期
間
中
で
も
解

約
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
無
条
件
解
約
で
き
る
期
間

は
、
買
っ
た
日
か
ら
七
日
以
内
で

す。

三
、
契
約
書
や
領
収
書
は
、
必
ず
保

存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

iの
で方 訪
砲は問
樹、 R反
語お 売
(気の
r軽 ト
ーにラ
パ市 ブ

生ル
活で
環お
境困
譲り

で
き
る
だ
け
早
く
「
海
の
家
」
に
御

連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
料
金
・
利
用
時
間
〉

行動

見
舞
金
の
額
・
:
七
千
円

(
年
一
回
、

八
月
中
旬
ご
ろ
支
給
)

申
出
期
限
・
:
七
月
二
十
七
日
出
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た
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境

も
享
楽
化
・
総
称
化
し
、
青
少
年
に

と
っ
て
有
害
な
環
境
が
増
加
す
る
な

ど
憂
慮
き
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
・
:
市
民
の
森
(
雨
天
の
場
合

は
、
わ
し
ば
山
荘
)

申
込
方
法
・
:
七
月
十
日
制
ま
で
に
、

福
祉
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
海
の
家
」
の
御
利
用
を

7
'
・Q
U
同
月

谷
浜
と
能
生

生
活
環
境
標
生
活
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
0
1

有
線
②
0
6
7
1

毎
年
、
市
民
の
皆
き
ん
に
好
評
の

「
上
田
市
海
の
家
」
を
今
年
も
七
月

一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
、
谷

浜
海
岸
と
能
生
浜
海
岸
に
開
設
し
ま

す
。
お
気
軽
に
御
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
開
設
場
所
〉

マ
谷
浜
海
岸
H

旅
館
「
飯
田
屋
」

だえつ一『ω一一一昭和60年 7月1日 広報

新
潟
県
上
越
市
長
浜
二
二
五

北
陸
線
谷
浜
駅
下
車
、
駅
前

官

0
2
5
5
⑮
2
l
o
-
-
2

司

4
E
d
司

4

マ
能
生
浜
海
岸

l
民
宿
「
か
な
は
ち
」

新
潟
県
能
生
町
七
二
四
九

北
陸
線
能
生
駅
下
車
、
約
一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル

告

0
2
5
5
⑮
2
3
1
6

〈
申
込
方
法
v

電
話
で
直
接
、
「
海
の
家
」
に
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。
予
約
は
お
早
め
に

お
願
い
し
ま
す
。
日
帰
り
で
利
用
す

る
場
合
も
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
予
約
取
り
消
し
の
場
合
は
、

利 用 料 金 利用時間

宿泊 大人4，100円小人3，800円 午翌後日1午時前a 10時
( 2食付)

飯田屋
日帰り 小人 600円 午前10午時後四大人 800円

4時(食事なし)

宿泊 大人4，000円 小人3，700円 午翌後日1午時後戸2時
( 2食付)

かなはち
日帰り 小人 600円

午前10時
(食事なし)

大人 800円
午後4時

「海の家」料金および利用時間

で
き
る
だ
け
早
〈
「
海
の
家
」
に
御

連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
料
金
・
利
用
時
間
〉

別
表
の
と
お
り
で
す
。
宿
泊
さ
れ

る
皆
さ
ん
で
、
こ
の
時
間
以
外
に
利

用
さ
れ
る
方
は
、
部
屋
を
専
用
で
き

ま
せ
ん
。
先
方
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
超
過
時
間
に
つ
い
て
は
、

割
り
増
し
料
金
と
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
御
承
知
く
だ
さ
い
。

特
定
疾
患
療
養
者
に

見
舞
金
を
支
給

福
祉
課
福
祉
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
3

市
で
は
、
特
定
疾
患
療
養
者
(
再

性
不
良
性
貧
血
、
ス
モ
ン
病
、
ベ
ー

チ
ェ

ッ
ト
病
、

パ
ー
キ

ン
ソ
ン
氏
病

な
ど
三
十
疾
病
)
の
皆
さ
ん
に
、
お

見
舞
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
該
当

さ
れ
る
皆
き
ん
は
、
次
に
よ
り
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

対
象
者
・
:
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
特

定
疾
患
医
療
を
受
け
て
い
て
昨
年

ま
で
に
見
舞
金
を
受
給
し
て
い
な

い
人
(
す
で
に
、
見
舞
金
を
受
給

し
て
い
る
人
は
、
新
た
に
お
申
し

出
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
)

と
お
り
で
す
。

一
、
「
建
物
等
新
築
届
」
(
市
民
課
に

あ
り
ま
す
)

二
、
届
け
出
を
す
る
人
の
認
印

見
舞
金
の
額
・
:
七
千
円
(
年
-
回
、

八
月
中
旬
ご
ろ
支
給
)

申
出
期
限
・
:
七
月
二
十
七
日
出

申
出
方
法
・
・
・
特
定
疾
患
受
給
者
証
を

お
見
せ
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

誘
い
③

上
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー

宮
(⑮

2
6
2
9

上
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
義

会
で
は
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
誘
い
」

第
三
回
と
し
て
、
長
門
町
の
「
山
の

子
学
園
共
同
村
」
を
訪
れ
ま
す
。
参

加
御
希
望
の
皆
さ
ん
は
、
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
コ
ー
ナ
ー
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ

と
き
・
:
七
月
十
九
日
幽
午
前
八
時

十
分
か
ら
午
後
三
時
三
十
分

集

合

・
:
福
祉
会
館
へ
午
前
八
時
十

分
ま
で
に
御
集
会
く
だ
さ
い
。

内
容
・
:
共
同
村
の
皆
き
ん
と
い
っ

し
ょ
に
、
畑
仕
事
、
陶
芸
、
牛
や

羊
の
世
話
、
圏
内
の
掃
除
な
ど
を

し
ま
す
。

昼
食
代
・
・
・
三
百
円

締
め
切
り
・
・
・
七
月
十
六
日

ω

まの

で方訪

fq思
談ぉ美
f気の
た軽 ト
さにラ
勺市プ
生ル
t舌て、
環お
境困
譲り

部落差別をなくす市民大行動

部落の完全解放を図るため、 7月17日附午後2

時から市民会館で「第10田部落差別をなくす市民

大行動」を行います。今年は第10回を記念して、

作家の氷上 勉さんをお迎えして「人間とは」と

題して記念講演会を聞きます。差別のない明るい

まちづくりのために、皆さんの御参加をお願いし

ます。

合図用煙火にも届け出を

運動会など各種催し物を行う際、合図用や観賞

用として許可の不要な煙火を打ち揚げることがあ

ります。このような煙火を打ち揚げる場合、危害

防止などのため、事前に「煙火消費届出書」を商

工課へ御提出ください。

〈商工霞商工係官⑫4100内線602>
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市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
を
開
催

体
育
標
体
育
振
興
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
5
5
5

「
第
十
四
回
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

御
参
加
く
だ
さ
い
。

と

き

:・
七
月
二
十

一
日
川
午
前
八

時
三
十
分

と
こ
ろ
・
:
市
民
体
育
館
、
勤
労
者
体

育
セ
ン
タ
ー

試
合
方
法
・
:
ダ
ブ
ル
ス
戦
で
一
般
男

子
・
女
子
、
三
十
歳
以
上
の
男
子

の
部

参
加
料
:
・

一
組
八
百
円

申
込
方
法
・
・
・
七
月
十
五
日
間
ま
で
に
、

参
加
料
を
添
え
て
直
接
、
体
育
課

ま
た
は
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
協
会
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

えつ広報

家
庭
婦
人

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
開
催

戸第 938号

体
育
謀
体
育
振
興
係

官
⑫
4
1
0
0内
線

5
5
5

四
回
家
庭
婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
」

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
御
参

加
く
だ
さ
い
。

と

き

:
・七
月
十
二
日
倒
午
前
九
時

と
ニ
ろ
・
:
市
民
体
育
館

試
合
方
法
:
・
タ
プ
ル
ス
戦
で
一
部
、

二
部
に
分
け
て
行
い
ま
す
。
(
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
を
始
め
て
一
・
二
年
く

ら
い
の
人
を
二
部
と
し
ま
す
)

参
加
料
・
:
一
組
五
百
円

申
込
方
法
・
:
七
月
十
日
附
ま
で
に
、

参
加
料
を
添
え
て
直
接
、
体
育
課

ま
た
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
者

保
安
(
義
務
)
講
習
会

消
防
本
部
予
防
課

宮
⑫
2
5
0
1
内
線

2
0
5

消
防
法
の
規
定
に
よ
り
、
長
野
県

知
事
が
行
な
う
危
険
物
の
取
扱
作
業

め
保
安
に
関
す
る
講
習
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

受
講
者
の
範
囲
・
・
・
危
険
物
取
扱
者
免

状
の
交
付
を
受
け
た
日
、
ま
た
は

当
該
講
習
を
受
け
た
日
か
ら
五
年

を
経
過
す
る
人

と
き
:
・
八
月
二
十
六
日
間
午
前
九

件
肺
門
d

d

-

ーャ
1

品
M
ム
r
p
hソ
ル
ル
l
他
信

mhm州
H

仲
師
円

お
菓
子
作
り
講
習
会
に

と
こ
ろ
:
・
上
回
合
同
庁
舎

受
講
手
数
料
:
・
二
千
七
百
円

受
講
申
請
書
・
・
・
上
小
地
方
事
務
所
総

務
室
お
よ
び
消
防
本
部
予
防
課
に

あ
り
ま
す
。

受
講
申
込
・・
・申
請
書
を
七
月
十
五
日

ωか
ら
同
十
九
日
闘
ま
で
に
、
上

小
地
方
事
務
所
総
務
室
に
御
提
出

く
だ
さ
い
。

下
水
道
受
益
者
負
担
金

忘
れ
ず
に

納
め
ま
し
ょ
う

下
水
道
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
5
8

下
水
道
を
建
設
す
る
た
め
に
は
、

巨
額
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
受
益

者
負
担
金
は
、
下
水
道
を
建
設
す
る

う
え
で
重
要
な
財
源
と
な
り
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
第
三
期
工

事
区
域
の
受
益
者
負
担
金
を
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
滞
納
し
て

い
る
人
が
相
当
数
み
う
け
ら
れ
ま
す
。

下
水
道
建
設
を
円
滑
に
進
め
る
た
め

に
、
忘
れ
ず
に
納
め
る
よ
う
に
し
ま

1

レょ
、つ。
な
お
、
納
入
に
あ
た
っ
て
は
口
座

正
以
量

E
b、
わ
ね
品
卸
水
町

l
し
み
よ
十
1
。
れ
の
市
中

l
レ
ー
込

で
は
、
消
費
生
活
上
の
基
礎
知
識
に

つ
い
て
、
学
宵
意
欲
が
あ
り
な
が
ら

い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
消
費
生
活
セ
ン

み
は
、
市
収
税
課
か
市
の
指
定
金
融

機
関
に
、
通
帳
と
印
鑑
を
お
持
ち
に

な
っ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

県
長
野
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー

健
康
度
測
定
希
望
者
を

募
集
し
ま
す

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

有
線
②

0
7
2
1

県
長
野
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
(
長

野
市
若
里
)
で
は
、
健
康
度
測
定
希

望
者
を
恭
集
し
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
通
常
の
諸
検

査
の
ほ
か
に
特
に
体
力
測
定
を
行
い
、

専
門
的
な
立
場
か
ら
最
新
の
分
析
装

置
や
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
使
っ
て
、

健
康
状
態
を
説
明
し
て
く
れ
ま
す
。

市
役
所
前
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
ま
で

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
無
料
送
迎
す
る
予

定
で
す
。
同

一
地
区
で
十
人
以
上
の

お
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
近

く
ま
で
パ
ス
が
行
き
ま
す
。

対
象
者
・
・
・
お
お
む
ね
満
三
十
五
歳
以

上
の
市
民
の
皆
き
ん

募
集
人
員
・
・
・
百
名

検
査
内
容
・:
血
液
生
化
学
検
台
、
尿

胎
円
ー
査
、

I
L
V

予防
も
聞
出
品
川
列車札

、
制
叫
臨
‘

Ed古
時

②
住
所
③
氏
名
、
年
齢
、
職
業

④
連
絡
先
屯
話
番
号
を
御
記
入
の

う
え
、
「
干

3
8
6

市
内
材
木
町

槻
彬
な
ど
十
一
項
目
の
検
伐
と
体

力
測
定

(
希
望
者
の
み
胃
検
診
)

受
診
料
:
・
一
万
円
(
同
時
に
胃
検
診

を
行
う
場
合
は
、
一
万
二
千
円
)

助
成
金
:
・
受
診
料
の
一
部
(
千
円
)

を
補
助
し
ま
す
が
、
補
助
の
対
象

と
な
る
人
は
三
十
五
歳
以
上
の
人

で
、
①
薗
民
健
康
保
険
の
加
入
者
、

②
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
で
助
成

制
度
の
な
い
人
、
に
限
り
ま
す
。

受
診
日
・
:
九
月
、
十
月
中
の
指
定
日

申
込
方
法
:
・
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
職
業
、

加
入
保
険
名
、
以
前
に
セ
ン
タ
ー

で
受
診
し
た
こ
と
の
有
無
な
ど
を
、

電
話
ま
た
は
官
製
は
が
き
で
保
健

予
防
課
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日
:
・
七
月
三
十
一
日
附
(
た

だ
し
、
期
限
内
で
も
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
)

そ
の
他
・
・
・
①
受
診
日
は
決
定
次
第
通

知
し
ま
す
。
②
受
診
料
補
助
対
象

者
の
皆
さ
ん
は
、
受
診
決
定
後
、

印
鑑
と
保
険
証
を
御
特
参
の
う
、
ぇ
、

受
診
前
に
当
課
へ
申
品
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
③
受
診
当
日
は
、
午

前
七
時
ま
で
に
指
定
場
所
に
御
集

合
く
だ
さ
い
。
④
申
し
込
み
の
取

り
消
し
ゃ
変
更
は
、
速
や
か
に
御

連
絡
く
だ
さ
い
。
⑤
対
象
外
の
人

で
も
受
診
で
き
ま
す
か
、
補
助
は

+的
H
1
1

ま件、，九。'血叩ア
j

品庖ア、
υ
、量、山・

さ



-第 938

体
育
聾
体
育
振
興
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
5
5
5

家
出
障
の
婦
人
を
対
象
と
し
た
「
第

第 938号~

サ
マ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

参
加
者
を
募
集

上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

宮
⑫
2
0
2
5

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
「
サ
マ

ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を

聞
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
社
会
福
祉
施

設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
体
験
を

通
し
て
福
祉
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。
御
参
加
く
だ

さ
い
。

参
加
資
格
・
・
・
中
学
生
以
上
の
男
女
で
、

期
間
中
、
三
日
間
以
上
活
動
に
参

加
で
き
る
人
(
事
前
・
事
後
研
修

に
も
参
加
で
き
る
人
)

と
き
・
:
七
月
二
十
一
日
刊
(
事
前

研
修
)
、
七
月
二
十
四
日
附
か
ら
八

月
三
十
日
幽
(
こ
の
間
に
三
日
間

以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
)
、
九
月
一
日
間
(
事
後
研
修
)

参
加
費
・
:
五
百
円
(
ほ
か
に
、
各
活

動
先
で
の
食
事
代
)

参
加
申
込
:
・
参
加
御
希
望
の
皆
き
ん

は
、
七
月
十
五
日
間
ま
で
に
市
社

会
福
祉
協
議
会
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

だえつー(13)一一一昭和60年 7月1日 広報

E4c
，八

募
集
人
員
・
・
・
百
名

検
査
内
容
・
:
血
液
生
化
学
検
査
、
尿

検
査
、
心
電
図
検
査
、
同
眼
底
写
真

と
時を
三き経
十;過
分八す
か月る
ら二人
午十

後六
四日
時UJ)
午
円IJ

7し

お
菓
子
作
り
講
習
会
に

御
参
加
を

上
回
友
の
会
・
小
柳
静
代
さ
ん

宮
⑮
7
6
8
5

上
田
友
の
会

(
消
費
者
団
体
)
で

は
、
身
近
に
あ
る
野
菜
な
ど
を
使
っ

て
お
や
つ
を
作
る
「
お
菓
子
作
り
講

習
会
」
を
次
の
と
お
り
聞
き
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
て
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。
会
費
は
三
百
円
で
す
。

と
き
:
・
七
月
十
一
日
附
午
前
十
時

か
ら
正
午

と
ニ
ろ
:
・
働
く
婦
人
の
家
調
理
室

内
容
:
・
か
ぼ
ち
ゃ
ド
ー
ナ
ツ
、
人

参
ロ

l
ル
ケ
ー
キ
、
ご
ま
せ
ん
ぺ

い
、
シ
ェ

l
ン
ケ
リ

l
、
ミ
ル
ク

も
ち
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
ゼ
リ
ー

※
小
さ
い
お
子
さ
ん
を
託
児
し
ま
す
。

(
お
や
つ
代
百
円
)

消
費
生
活
ホ

1
ム
講
座
の

受
講
者
を
募
集

上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

宮
(
⑫

8
5
1
7

長
野
県
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

振し
替なょ
をおう
お、 。

勧納
め 入
しに
まあ
すた
つ

行て
申は
し口
込座

で
は
、
消
費
生
活
上
の
基
礎
知
識
に

つ
い
て
、
学
習
意
欲
が
あ
り
な
が
ら

い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
な
ど
が
実
施
し
て
い
る
学
習
の

場
に
出
席
で
き
な
い
消
費
者
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
、
通
信
制
の
消
費
生
活

ホ
ー
ム
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま

す
。
御
応
募
く
だ
き
い
。

応
募
資
格
:
・
県
内
に
お
住
ま
い
の
十

八
歳
以
上
の
人
で
、
消
費
生
活
上

の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
労
習
意
欲

を
お
も
ち
の
人

学
習
内
容
・
・
・
消
費
生
活
に
必
要
な
基

礎
的
知
識
に
つ
い
て
解
説
し
た
次

の
四
冊
の
テ
キ
ス
ト
を
中
心
に
学

習
し
ま
す
。
①
暮
ら
し
と
消
費
者

問
題
②
暮
ら
し
の
中
の
契
約
と

特
殊
販
売
③
暮
ら
し
の
中
の
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
安
全
性
④
暮

ら
し
の
や
さ
し
い
経
済
学

ま
た
、
学
習
内
容
を
深
め
る
た

め
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
(
集
合
学
習
)

を
二
回
実
施
し
ま
す
。

学
習
期
間
・
:
十
月
か
ら
来
年
二
月
ま

で
の
約
五
か
月
間

募
集
定
員
・
:
東
信
地
区
で
二
百
人

受
講
料
・
:
無
料

(
た
だ
し
、
テ
キ
ス

ト
な
ど
の
郵
送
料
の
一
部
は
、
受

講
者
負
担
と
な
り
ま
す
)

募
集
期
限
・
:
八
月
二
十
日

ω

応
募
方
法
・
:
往
復
は
が
き
に
、
①
消

費
生
活
ホ

l
ム
講
座
受
講
希
望

②
住
所
③
氏
名
、
年
齢
、
職
業

④
連
絡
先
電
話
番
号
を
御
記
入
の

う
え
、
「
一
T
3
8
6

市
内
材
木
町

一
1

二

六

長

野

県

上

回

消

費

生
活
セ
ン
タ
ー
」
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
返
信
用
は

が
き
の
表
に
は
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
を
御
記
入
く
だ
さ
い
。

「
身
近
な
薬
草
の

利
用
法
」
の

御
聴
講
を

上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

宮
(⑫

8
5
1
7

長
野
県
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

で
は
、

一
日
生
活
教
室
と
し
て
次
の

と
お
り
講
演
会
を
聞
き
ま
す
。
御
聴

講
く
だ
さ
い
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

と
き
・
:
七
月
十
一
日
同
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
同
三
時
三
十
分

と
こ
ろ
:
・
上
回
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー

教
室

演
題
:
・

「
身
近
な
薬
草
の
利
用
法
」

講
師
:
・
上
回
保
健
所
環
境
衛
生
課

長
・
牧
幸
男
さ
ん

申
込
先
・
:
七
月
十
日
附
ま
で
に
、
市

生
活
環
境
課

(
宮
⑫
4
1
0
0
内

線

3
0
1
)
へ
お
申
し
込
み
く
だ

り
洋
し
々
肇
夏
は
送
キ
カ
に
御

連
絡
く
だ
さ
い
。
⑤
対
象
外
の
人

で
も
受
訟
で
き
ま
す
か
、
補
助
は

あ
り
ま
せ

't'旬
了
長
(
付
'
、
き
心
。

ー
、
。
i
b
 

手
数
料
印
紙
が

7
月
か
ら
変
更
に

長
野
地
方
法
務
局
上
田
支
局

告
(
⑮

2
0
0
1

七
月
一
日
か
ら
、
登
記
所
で
発
行

す
る
登
記
簿
謄
本
、
抄
本
な
ど
の
手

数
料
の
納
付
方
法
が
、
従
来
の
「
収

入
印
紙
」
か
ら
「
登
記
印
紙
」
に
変

わ
り
ま
す
。
「
登
記
印
紙
」
は
、
七
月

一
日
か
ら
全
国
の
集
配
郵
便
局
や
登

記
所
最
寄
り
の
郵
便
局
・
印
紙
売
り

さ
ば
き
所
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
七
月
一
日
か
ら
手
数
料
の

額
も
、
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

O
登
記
簿
謄
本

・
抄
本

l
一
通
四
百

円
(
た
だ
し
、
一
通
が
十
枚
を
超

え
る
と
き
は
五
枚
ご
と
に
百
円
加

算
)

O
不
動
産
登
記
簿
の
閲
覧
H

一
第
二

百
円

。
会
社
・
法
人
の
資
格
証
明
・
印
鑑

証
明

1
一
件
二
百
円

不
動
産
の
売
買
な
ど
の
登
記
、
会

社
の
設
立
、
役
員
変
更
な
ど
の
登
記

の
た
め
納
付
す
る
登
録
免
許
税
は
、

従
来
の
収
入
印
紙
で
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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「
生
命
と
科
学
I
」の

A池波正太郎さんが講演

6月8日、市文化センターで「真田太平記」の原作

者 ・池波正太郎きんをお迎えして、文化講演会が聞か

れました。池波きんは「真田太平記を書いて」と題し

て、真田一族の秘話などに熱弁をふるいました。その

後、 親交のある地元の益子輝之さんとユーモアたっぷ

りに対談をしました。

炉諏訪形地区の市道に八重桜

このほど、諏訪形地区の市道3路線(小牧中之条線、

小牧三好町線、小牧川辺町線)に、地域住民の皆さん

の手で八重桜95本が植えられました。これは、昭和60

年度 コミュニティ助成事業の助成金(自治宝くじ助成

金) を受けて、緑化推進コミュニティ助成事業として

行われたものです。来年の春が楽しみですね。

無
料
で
お
貸
し
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
、
上
回
郵

便
局
庶
務
会
計
課

(=
1
3
8
6

市

内
中
央
三
|
五
|
こ
へ
、
は
が
き

企
業
に

育
児
休
業
制
度
を

長
野
婦
人
少
年
宣

告

0
2
6
2
⑧
7
8
1
7

労
働
省
で
は
、
企
業
に
お
け
る
「
育

児
休
業
制
度
」
の
導
入
を
勧
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
乳
幼
児
を
も
っ
女

子
労
働
者
が
希
望
し
た
場
合
、
職
場

で
の
身
分
や
地
位
を
失
わ
な
い
で
、

一
定
期
間
休
業
し
て
育
児
に
専
念
で

き
る
よ
う
に
す
る
制
度
で
す
。

育
児
休
業
制
度
を
取
り
入
れ
た
事

業
主
に
は
、
次
の
要
件
を
満
た
し
て

い
れ
ば
、
奨
励
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
か
ら
は
、
こ
の
金
額
が
大
幅

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
い

っ
そ
う
の
御
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〈
支
給
要
件
〉

マ
次
の
よ
う
な
育
児
休
業
制
度
を
新

た
に
設
け
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

①
労
働
協
約
ま
た
は
就
業
規
則
に

定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
②
子
供

が
一
歳
に
な
る
ま
で
育
児
休
業
が

で
き
る
こ
と
。
③
利
用
で
き
る
女

子
労
働
者
の
範
囲
が
著
し
く
限
ら

れ
て
い

な
い

こ
と
。

マ
以
上
の
よ
う
な
育
児
休
業
制
度
を

生
夫
協
喝
し
、
そ
の
雇
用
す
る
女
子
労

贈
与
税
の
控
除
に
は
、
六
十
万
円

の
基
礎
控
除
の
ほ
か
に
、
最
高
一
千

万
円
の
配
偶
者
控
除
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
配
偶
者
控
除
は
、
婚
姻
期
聞
が

働
者
に
つ
い
て
休
業
を
認
め
る
事

業
主
で
あ
る
こ
と
。

マ
育
児
休
業
に
よ

っ
て
休
業
し
た
女

子
労
働
者
を
、
当
該
休
業
開
始
の

日
ま
で
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
と

し
て
一
年
以
上
継
続
し
て
雇
用
し

て
い
た
こ
と
。

マ
過
去
に
育
児
休
業
奨
励
金
の
支
給

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

〈
支
給
額
〉

一
企
業
当
た
り
、
中
小
企
業
に
は

初
年
次
六
十
万
円
、
二
年
次
回
十
万

円
の
合
計
百
万
円
。
大
企
業
に
は
初

年
次
四
十
五
万
円
、
二
年
次
三
十
五

万
円
の
合
計
八
十
万
円
。

〈
支
給
申
請
v

育
児
休
業
制
度
を
設
け
て
か
ら
初

め
て
三
か
月
以
上
休
業
し
た
人
が
で

た
時
点
で
申
請
で
き
ま
す
。
申
請
は

育
児
休
業
開
始
三
か
月
が
経
過
し
て

か
ら
三
か
月
以
内
に
、
長
野
婦
人
少

年
室
(
干

3
8
0

長
野
市
旭
町
一

一
O
八
長
野
合
同
庁
舎
内
)
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。
申
請
用
紙
も
同

室
に
あ
り
ま
す
。



信
州
大
学
公
開
講
座

「
生
命
と
科
学
I
」の

受
講
者
を
募
集

信
州
大
学
織
維
学
部
教
務
係

宮
⑧
0
1
5
6

だ

信
州
大
学
繊
維
学
部
で
は
、
中
学

生
以
上
の
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、

次
の
と
お
り
公
開
講
座
を
実
施
し
ま

す
。
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

と
き
:
・
日
程
表
の
自
の
午
後
一
時

か
ら
同
四
時

えつ一-(15)一一一昭和60年 7月1日 広報

期 日 講義題目 講 師

7月27日仕) 薬の化学 山本 巌助教授

8月3日仕)生命を支える高分子の話 近藤慶之助教授

8月24日仕) ク一物ロ質マを分ト脱グするラ技フ術グィ川、ーろいろー 金勝廉介助教授

8月31日仕) 自然環境植の物変化の生と育 柳沢幸男助教授

9月7日仕) 液晶の話 飯塚英策教授

信州大学公開講座日程表

6月8

者 ・池波

れま した

て、真田

後、 親交

りに対談

と
-
』
ろ
:
・
信
州
大
学
繊
維
学
部

募
集
人
員
:
・
約
三
十
名

(
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

受
付
期
間
・
:
七
月
十
八
日
附
か
ら
同

二
十
七
日
出

申
込
方
法
・
・
・
所
定
の
申
込
書
に
受
講

料
二
千
五
百
円
を
添
え
て
、
繊
維

学
部
教
務
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ

去
」
い

。

そ
の
他
・
:
実
施
要
項
、
申
込
書
の
郵

送
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
返
信
用

封
筒
(
あ
て
先
明
記
、
六
十
円
切

手
貼
付
)
を
同
封
の
う
、ぇ
、
「
一
T
3

8
6

市
内
常
田
三
|
一
五

l
一

信
州
大
学
繊
維
学
部
教
務
係
」
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

窓
口
ロ
ビ
ー
を

開
放
し
ま
す

上
回
郵
便
局
庶
務
会
計
課

告
⑫
0
0
7
7

上
田
郵
便
局
で
は
、
市
民
サ
ー
ク

ル
の
作
品
発
表
の
場
に
、
お
客
さ
ま

ロ
ビ
ー
を
御
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す。
公
民
館
や
各
サ
ー
ク
ル
活
動
で
の

日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

ロ
ビ

l
開
放
の
予
定
は
、
年

四
回
(
六
・
八
・
十
・
十
二
月
)
で

砂諏訪

無
料
で
お
貸
し
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
、
上
田
郵

便
局
庶
務
会
計
課
(
干

3
8
6

市

内
中
央
三

l
五
l
こ
へ
、
は
が
き

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

贈

与

と

税

金

上
国
税
務
署
⑫
1
2
3
4

贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
そ
の
年
中

に
六
十
万
円
を
超
え
る
財
産
を
も
ら

っ
た
人
に
か
か
る
税
金
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
個
人
か
ら
財
産
を
著

し
く
低
い
価
額
で
譲
り
受
け
た
場
合
、

債
務
を
免
除
し
て
も
ら
っ
た
り
肩
代

わ
り
し
て
も
ら
っ
た
場
合
な
ど
も
、

贈
与
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
親
子
や
夫
婦
な
ど
特
別
な

関
係
に
あ
る
人
と
の
聞
の
金
銭
の
貸

借
で
、
い
わ
ゆ
る
「
あ
る
時
払
い
の

催
促
な
し
」
と
か
「
出
世
払
い
」
の

よ
う
な
金
銭
の
貸
借
は
、
形
式
的
に

は
金
銭
の
貸
借
に
な
っ
て
い
て
も
、

実
質
的
に
贈
与
と
認
め
ら
れ
る
も
の

に
つ
い
て
は
贈
与
税
の
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
。

贈
与
税
の
計
算
は
、
そ
の
年
中
に

贈
与
を
受
け
た
財
産
の
価
額
か
ら
基

礎
控
除
を
差
し
引
い
た
残
額
に
税
率

を
掛
け
税
額
を
算
出
し
ま
す
。

告の十た (る五万で宅年昭 らこせ与動居 二こ万の
し住五年贈 例特乗円、取十和なれのばの産住 十の円基贈
な所日の与 計贈の)例方ま一得二五おま控受場を用 年配の礎与
け地ま翌税(額十十算与額贈が式で定資月十、せ除け合取不 以偶配控税
れをて昨年の税)万万式税:与あにのの金三九親んはるで得動 上者偶除の
ぱ所にの申率 円円 j 額五をりよ部要の十年ま 。一こ、す産 の控者の控
な轄、二告)四~~五:百受まり分件贈ーーた 生とーるの 夫除控ほ除
りす贈月は×十控基百二万けす贈にを与日月は にが定た贈 婦は除かに
まる与一、五万除礎万十円た 。与つ満をまー祖 ーでのめ与 問、がには
せ税を日贈 11 円後控円万 住 税いた受で日父 度き要のや で婚あ
ん務受か与二×の除÷円 宅 をてせけのか母 しま件金居 行姻り最六
。署 けらを十一課)五 取 計、ばた間らか かすを銭住 わ期ま高十
にた三受万 O 税 11 1 得 算五五場に六ら 受が満の用れ間す一万
申人月け円%価四六 資 す分百合住十、 け、た贈不 るが。千 円

社会保険出張相談日九九九恥

(7月〕
(第 1火曜日 2日
第 3火曜日 16日

会場…松尾工業株式会社(川辺町)

(第 2火曜日 9日
第 4火曜日 23日

会場・・・海野町会館(海野町)

0各会場とも午前10時~午後3時
0お問い合わせ…上回商工会議所

付表藤ビル内)宮⑫4500

子
労
働
者
の
範
囲
が
著
し
く
限
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
。

マ
以
上
の
よ
う
な
育
児
休
業
制
度
を

実
施
し
、
そ
の
雇
用
す
る
女
子
労

婦人総合窓口の御利用を
市では、福祉事務所社会課に、昨年から婦人総

合窓口を開設しています。婦人相談買がいますの

で、お気軽に御相談ください。

なお、婦人問題に関する意識調査を行うため、

アンケート用紙を1.000人の方々にお送りしてあり
ます。お忙しいこととは思いますが、至急御返送

ください

〈社会標高齢者婦人係官⑫4100内線378>

食千曲川左岸地区

*千幽川右岸地区



だ 昭和60年 7月1日一一一回一

健
康
増
進

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
実
施

上
田
保
健
所

宮
⑫
1
2
6
0
内
線
2
3
5

上
田
保
健
所
で
は
、
皆
さ
ん
の
健

康
増
進
の
た
め
に
、
「
健
康
増
進
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
を
実
施
し
ま
す
。

と
き
:
・
七
月
二
十
五
日
附
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
午
後
二
時

と
ニ
ろ
・
:
上
田
保
健
所

対
象
者
・
・
・
三
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で

えつ広報

(五
月
三
十
一
日
現
在
)

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

栗
木
ヤ
エ
き
ん

(
天
神
四
)

馬
場
義
人
さ
ん

(
中
央
二

西
入
み
さ
を
さ
ん

南
天
神
町

鷹
匠
町

倉

升

月16日

号

の
人

内
容
:
・
①
健
康
度
測
定

1
検
尿
、

身
長
・
体
重
計
測
、
問
診
、
血
液

検
査
、
眼
底
検
食
、
心
電
図
、
血

圧
測
定
、
脈
拍
測
定
な
ど
②
休

養
診
断
、
栄
養
診
断
③
栄
養
、

運
動
、
休
養
に
関
す
る
個
人
相
談

④
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動

l

十
五
分
間
歩
行

定

員

:
二
十
人
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

料

金

:

・
一
人
四
千
二
百
七
十
円

申
込
方
法
・・
・
七
月
十
五
日
間
ま
で
に
、

上
回
保
健
所
へ
電
話
な
ど
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

八
四

倉
島
つ
る
江
さ
ん

(
常
田
こ

田
村
尚
久
さ
ん

高
橋
幸
次
郎
さ
ん

山
崎
き
よ
子
さ
ん

(
繰
が
丘
二
)
緑
が
丘
北

大

津

砂

さ

ん

東

前

山

中
津
八
武
彦
さ
ん
中
之
条

和
田
清
美
さ
ん

上

小
島

谷
口
ふ
じ
川
さ
ん

(
中
央
三
)

中
島
弥
作
さ
ん

富
田
隆
夫
さ
ん

(
緑
が
丘
一
)

北
津
孝
昭
さ
ん

中
常
田

染

屋

中
之
条

来庁田

田町

上
回
ガ
ス
原
町
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

宮
(⑫

6
8
7
3

上
回
カ
ス
で
は
、
次
の
と
お
り
母

と
子
(
小
学
校
五

・
六
年
生
か
ら
中

学
生
)
の
料
理
教
室
を
聞
き
ま
す
。

御
希
望
の
方
は
、
会
費
を
添
え
て
サ

ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。き:
・
八
月
五
白
川
・
六
日

ω
・

と

四七
O 七六

(中
央
二

)

西

津

登

さ

ん

吉
村
久
江
さ
ん

(
常
磐
城
六
)

石
垣
ま
つ
の
さ
ん

石
坂
達
雄
さ
ん

宮

下

殺

さ

ん

知
桐
石
造
さ
ん

中
村
順

一
さ
ん

(
縁
が
丘
三
)

保
屋
野
ゑ
川
き
ん

関

勝

平

さ

ん

篠

津

文

さ

ん

(中
央
三

)

手
塚
よ
し
の
さ
ん

六七八五
六五 九 一

八

O
八
六

横

町
上
室
賀

常
磐
町

大
日
木

町
吉
田

諏
訪
形

下
之
条

石保城

神野北

七
日
附
・
八
日
闘
の
そ
れ
ぞ
れ
午

前
寸
時
か
ら
正
午

と
こ
ろ
・
:
原
町
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員
・・・
そ
れ
ぞ
れ
十
五
組

会

費

・
:
親
子
で
千
円

雷
に
よ
る
停
電
に

中
部
電
力
上
田
営
業
所

宮
⑫
1
2
4
0

夏
の
風
物
詩
「
雷
」
は
、
蒸
し
特

さ
を
吹
き
飛
ば
し
、
き
わ
や
か
な
雰

七七
六四

竹
内
文
r
ず
さ
ん

(
中
央
六
)

小
林
よ
し
の
さ
ん

石
井
公
明
き
ん

大
野
政
男
さ
ん

関

田

丁

さ

ん

西
津
志
津
さ
ん

関

喜

久

夫

さ

ん

井

沢

潔

さ

ん

回
準
た
け
の
さ
ん

(大
手
二
)

柏
山
ま
さ
じ
さ
ん

石

川

濃

さ

ん

返

議

滋

さ

ん

(
大
子
二

七
一
七
三
八
一
七
八
八
六

八八四
三 O 九

愛
宕
町

大
久
保

半

過
上
塩
尻

柳

沢

院

内
石

神
大
久
保

小小大
井手
泉田町

囲
気
に
し
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
言
も
あ
は
れ
出
す

と
落
雷
に
よ
り
人
命
を
奪
っ
た
り
、

火
災
を
起
こ
し
た
り
し
ま
す
。

こ
と

に
、
電
力
設
備
に
ひ
と
た
び
洛
笛
が

あ
れ
ば
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
す
。

中
部
電
力
で
は
、
雷
が
発
生
す
る

と
す
ぐ
に
非
常
態
勢
を
し
き
ま
す
。

停
電
の
復
旧
に
は
全
力
を
あ
げ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く

御
辛
抱
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
線
が

切
れ
て
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
と
き
は
、

最
寄
り
の
中
部
電
力
に
御
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。
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